
CO2 吸収源の森（亀浦公園グラウンド隣接地）植替え報告（H27 年 3 月 17 日）

H23 年 3 月と H24 年 3 月に”カーボン・オフセット推進事業“の一貫として行った「CO2 吸収源の

森」の樹木の一部が枯れたため、下記団体からの募金により新たに苗を購入し植替えを行った。

１．植替え前の植樹地の状況（H27 年 3 月 17 日）

２．活用した募金等

宇部市 H26 年度カーボン・オフセット募金

宇部市社会福祉協議会 H26 年度ボランティア活動振興支援事業助成金より

３．日時：平成 27 年 3 月 17 日 8 時 45 分～10 時 45 分

４．参加者： 宇部市役所 環境政策課 西村係員、白石係員

(敬称略) UNCCA 代表：溝田

事務局：仰木、兼久、太田、木原、松井

ボランティア：亀田

５．植樹：26 本

ネズミモチ(H=1.0m)：7 本、トベラ（H=0.5m）：7 本、シャリンバイ(0.5m)：7 本

ツツジ(H=0.5m)：5 本

６．植え替え前の植樹地の状況(H27 年 3 月 2 日)

７．植え替え植樹

添え木：「里山ビオトープ二俣瀬をつくる会」様より青竹 35 本提供を受ける

植え替え作業(1) 植え替え作業(2)

植樹地状況 枯れた苗木 調査



植え替え作業(3) 植え替え作業(4)

ネズミモチ トベラ シャリンバイ ツツジ

植え替えが終わった植樹地 植え替えを終わって

８．雑感

① 去年（2014 年）10 月の草刈りでやり残した雑草を刈り取り、植え替えを終わりすっきりとし

た姿で新年度に引き継ぐことができます。

② 固い土の穴掘りに苦労し、このような土壌環境で樹木を育てることの難しさを実感しました。

③ 今回は、花の咲く木（ツツジ）を 5 本植え、花を咲かせる楽しみが加わりました。

④ 添え木として「里山ビオトープ二俣瀬をつくる会」様より青竹の提供を受け大変助かりました。

既に成長して添え木の不要となった樹木もありますが、添え木は背の低い苗を草刈り機の餌食

にしないために絶対必要な目印です。ビオトープの皆さんありがとうございました。

以上


